
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
生
き
る

高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症

か
そ
の
予
備
軍
。
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世

代
（
１
９
４
７
〜
１
９
４
９
年
生
ま
れ
）

が
10
年
以
内
に
75
歳
以
上
に
達
し
、
認

知
症
の
人
は
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。「
認
知
症
に
な
っ
た

ら
す
ぐ
に
病
院
や
施
設
に
入
ら
な
い
と

い
け
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
認

知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
も
認
知
症
の
人
の
生
き
が
い
づ

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

く
り
支
援
や
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」

厚
生
労
働
省
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
認

知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
認
知

症
対
策
推
進
５
か
年
計
画
「
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
」（
２
０
１
３
〜
２
０
１
７
年
）

を
改
訂
し
た
も
の
で
、
２
０
２
５
年
の

認
知
症
高
齢
者
数
の
推
定
人
数
が
４
７

０
万
人
か
ら
７
０
０
万
人
に
大
き
く
修

正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
考
え
方
も
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

で
は
「
本
人
は
理
解
が
困
難
な
た
め
、

支
援
者
の
意
向
で
問
題
を
解
決
し
て
あ

げ
る
」
と
い
う
認
知
症
の
人
を
い
か
に

支
援
す
る
か
と
い
う
支
援
者
側
の
視
点

か
ら
「
認
知
症
の
人
の
意
思
を
尊
重

し
、
本
人
の
声
を
聴
い
て
関
わ
り
方
を

考
え
、
思
い
に
寄
り
添
っ
て
本
人
の
力

を
生
か
す
」
と
い
う
認
知
症
の
人
と
そ

の
家
族
か
ら
の
視
点
で
の
支
援
を
重
視

す
る
よ
う
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て  

認
知
症
カ
フ
ェ
」

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
人
や
認
知
症

と
診
断
さ
れ
た
人
と
そ
の
家
族
が
、
お

茶
を
飲
ん
で
過
ご
し
た
り
、
認
知
症
予

防
の
活
動
を
行
う
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」。

本
人
の
で
き
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と

「オレンジプラン」の名前のとおり、
認知症サポートはオレンジ色がテー
マカラー。江戸時代、柿色の赤絵磁
器がヨーロッパに輸出されるなど人
気を博したことから、認知症サポー
トが世界中に広まってほしいとの思
いで、テーマカラーになりました。

認知症に関する知識や対応を学ぶ「認
知症サポーター養成謂講座」受講者に
はオレンジリングが渡されます。

認知症とオレンジ

▲オレンジのラバー
バンドが目印

を
尊
重
し
た
支
援
の
一
環
と
し
て
、
４

月
23
日
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
手
芸

作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
の
参
加
者
が
共
通
の
趣
味
・

特
技
を
生
か
し
て
、
作
品
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
当
日
は
来
客
者
と
の
や
り
取

り
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
ど
の
よ
う
な
作

品
を
作
る
か
、
価
格
は
ど
う
す
る
か
な

ど
、
参
加
者
全
員
で
活
発
に
話
し
合
い

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
「
認
知
症
の
人
は
何
も

で
き
な
い
か
ら
支
え
る
」
と
い
う
考
え

方
で
は
な
く
「
で
き
る
こ
と
」「
得
意
な

こ
と
」
に
目
を
向
け
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
つ
う
し
ん
」

を
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
支
援

課
や
西
支
所
保
健
福
祉
係
な
ど
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

認知症に関する相談は
❖高齢者支援課　　（☎ 66・1018）
❖京都府認知症コールセンター
　　　   　（　　0120・294・677）
❖京都府若年性認知症コールセン

ター（65 歳未満の認知症）
　　　　   （　　0120・134・807）

認知症の人や家族、支援者らが一つのタ
スキをつなぎ全国を走る認知症啓発イベン
トが舞鶴で初開催されます。沿道からの応
援をよろしくお願いします。

【日時】10 月 21 日㈯ 10 時から
【コース】前島みなと公園→大門通→七条通
→白鳥街道→西舞鶴駅→舞鶴公園（ゴール）
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1018）へ。

Ｒ
ら ん

ＵＮ伴
とも

ＭＡＩＺＵＲＵの応援を

府
北
部
唯
一
の
介
護
福
祉
士
養
成
学

校
で
あ
る
同
校
で
は
、平
成
30
年
度
の

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▪
入
学
試
験

︻
日
時
︼10
月
14
日
㈯
〜
来
年
３
月（
全

７
回
）

︻
定
員
︼

❖
介
護
福
祉
学
科
…
40
人

❖
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
…
40
人

︻
対
象
︼高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
か
平

成
30
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
な
ど

▪
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

︻
日
時
︼10
月
14
日
㈯
14
時
〜
16
時

︻
内
容
︼「
旅

行
業
務
取
扱

管
理
者
試
験
」

「
感
染
予
防
」

に
つ
い
て
の
講

演
な
ど

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼舞
鶴
Y
M
C
A
国
際

福
祉
専
門
学
校（
☎
64
・
３
６
８
６
）

▪
学
費
実
質
無
料
の
奨
学
金
制
度

　

介
護
福
祉
学
科
に
入
学
し
、卒
業
後

に
市
内
で
介
護
福
祉
士
と
し
て
３
年
間

従
事
す
る
と
返
済
免
除
と
な
る
年
間

１
０
０
万
円（
上
限
）の
奨
学
金
制
度
も

あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼高
齢
者
支
援
課（
☎

66
・
１
０
１
３
）

▲手芸が得意な参加者で小物を作成

　９月２日、京都舞鶴港西港第２ふ頭周辺で『「海の京都」を食いつくせ！フェスタ』が
開催されました。辺りには出店が並び「海の京都」グルメを味わえたほか、ステージエ
リアではさまざまなパフォーマンスが行われ、港周辺はたくさんの人でにぎわいを
見せていました。同時にクルーズ客船総合防災訓練も実施。海上保安庁・市消防本部・
府などの密接な連携が見えました。

丹後・舞鶴小町踊り子隊によるパフォーマンス

出店が並ぶ第２ふ頭周辺

さまざまなパフォーマンスが催されるステージエリア

夜まで続く音楽パフォーマンスヘリコプターでの救助

大食いアイドル「もえのあずき」さん
のパフォーマンス

救助を見守る港周辺の人たち23 2017-10MAIZURU


